
 

令和７年度 桐ケ丘中だより 

 

「自分の命を守るために」 

                                           校長 綿貫 正人 

土日を含めて４４日間の長くてとても暑かった夏休みが終わり、１学期も残すところ１か

月余りとなりました。この夏休みは学校としては、学習補充教室や水泳指導、そして部活動

も熱中症に注意しながら無事に実施できました。１年生の岩井臨海学園も滞りなく実施でき

参加した生徒は日焼けした顔で帰宅したのではないでしょうか。 

さて、１日の全校集会では全校生徒の顔（日焼けしたにこやかな表情・宿題疲れで眠そう

な表情・目標をやり遂げた満足そうな表情 等々）を見ながら、９月１日の「防災の日」に

ちなんで表題の「自然災害から自分の命を守るために」ということについて話しました。こ

の夏も大雨による洪水や、日本から遠く離れた所での地震による「津波警報の発令」、そして

４年連続で猛暑日の記録を更新するなどの災害級の暑さといったニュースが、毎日のように

流れてきました。 

本校の学区の一部は北区のハザードマップによれば、災害の被害（浸水・土砂災害）が想

定されている地域でもあります。それに対して学校では地震や火災に備えることも含めて、

避難訓練を毎月行っていますが、そこでは「訓練は実際に災害が起きたつもりで。実際に災

害が起きてしまった時には訓練のように落ち着いて。」と話しています。今年度は北区より生

徒全員分の防災ヘルメットが支給されました。今後も、それを活用したり、さまざまな状況

を想定したり、避難方法も工夫したりして生徒の防災意識を高めるとともに、「自分の命は自

分で守る」というスキルも身に付けられるような取組を進めてまいります。 

生徒には中学生として「自助・共助」の意識をもつことはもちろん 

ですが、学校で行う防災教室や毎月の避難訓練をおろそかにせず、 

万が一の時の対応力を身に付けて欲しいと切に願っています。 

毎年の繰り返しになりますが、ご家庭でもこのようなことを話題に 

していただき、防災意識・安全意識が高まるようにご協力をお願いい 

たします。 
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９月の主な行事予定 

７日（日）～ ２年 EC     ～９日（火） ２０日（土） 土曜授業・全学年１学期期末考査 

１１日（木） 脊柱側わん検診 ２２日（月） 全校朝礼 

１２日（金） 避難訓練 ２４日（水） 短縮時程・部活動再登校 

１７日（水） 学校ファミリーの日・短縮時程 ２６日（金） 北区連合体育大会 

１８日（木） １・２年１学期期末考査（実技教科） ２９日（月） 生徒会朝礼 

１９日（金） 全学年１学期期末考査 ３０日（火） 生徒会役員選挙（演説会） 

 

 

 



令和７年度 薬物乱用防止教室 

薬物乱用とは、医薬品を医療目的以外に使用したり、医療目的のない薬物 

を不正に利用したりすることをいいます。これらを踏まえた非行・犯罪被害 

防止に向け、中学校では薬物乱用防止教室を通して、生徒が薬物の危険性を 

知るとともに、関係機関との連携を図り、健全育成の充実を図る取組を実施 

しています。 

今年度は、７月１８日（金）の３時間目に、全校生徒が体育館に集まり、 

東京都保健医療局健康安全部薬務課から講師をお招きし、「昨今の違法薬物 

に関する問題の広がりと被害について」、「オーバードーズも含めた薬物乱用 

の危険性について」、「違法薬物に関わらないようにするための対策や心構え 

」などの講話を聴きました。生徒たちは具体的な話を自分事としてとらえ、 

講師の先生の話を真剣に聞いていました。 

 

１年生 岩井臨海学園   ７月２５日（金）～２７日（日） 

夏休みに入り、１年生は千葉県南房総市にある北区立岩井学園へ行きました。初日はチーフライフセーバ

ーから活動で使用する機材についての説明があり、また避難訓練も実施しました。その後は岩井海岸へ移動

し、ライフセービング活動が始まりました。泳力に合わせて構成したグループに、それぞれライフセーバー

がついて、イントロダクション、サヴァイバル、アクティビティなど様々な活動を行いました。 

２日目も終日ライフセービング活動を行いました。また、昼食後には学園の体育館にて、応急手当や心肺

蘇生法などの救命活動の基礎知識も学びました。この２泊３日の臨海学園では、ライフセービング活動を通

して命を守るということ、海を楽しむために必要な思いやりなどを学ぶことができました。また、中学校に

入学して初めての宿泊行事で、改めて集団生活に必要なことも学べました。学校に戻り、バスを降りてきた

生徒一人一人の表情からは、充実した３日間であったことが伺えました。 

 

 

 

 

 

 

～保護者の皆様へ～ 

夏休みに入ってすぐに実施しました三者面談では、お忙しい中、ご協力いただきありが

とうございました。短い時間ではありましたが、今年度初めて担任とお子様、保護者の方と

お話をすることができ、とても有意義な機会となりました。３年生は、これから本格化する

入試及び進路選択に向けての話もすることができました。今後とも、お子様がよりよい学

校生活を送ることができますように、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

また、三者面談期間中の自転車の来校及び駐輪につきまして、保護者お一人お一人のご

理解とご協力を賜り、指定された場所へ揃えて駐輪していただいたことにより、大きな問

題もなく実施することができました。ご協力ありがとうございました。 


